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す
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報

３８度４５分３１秒

【格子の回転角度（38度45分31秒）】

格子の回転角度は、起点を通り、東西方向及び南北方向

に引いた線並びにこれらと平行して10m間隔で引いた線

により構成されている格子を、起点を中心として、右回

りに回転させた角度を示す。

【起点】

起点は、座標値(X＝0、Y＝0）とする。

別　図

X1

X2

X3

X4

X5

X6

X7
X8

X9

【凡例】

形質変更時要届出区域

単位区画

敷地境界

点名

三鷹市大沢六丁目500番1

500番4
※座標値は、三鷹市大沢六丁目500番1の最北端

を（X,Y)=(0,0)とし、東西方向をX軸、南北方向

をY軸とした任意座標である。

起点

筆境界

Ｘ座標 Ｙ座標 点名 Ｘ座標 Ｙ座標

起点
 X1

 X2

 X3

 X4

 X5

 X6

 X7

 X8

 X9

 0.000

 7.798

 9.335

15.596

 0.000
-6.260

-14.058

-20.319

24.931

25.476

28.494

29.212

-32.840

-46.171

-36.276

-45.700

-40.637

 1.537

-12.521

18.671

北

警
視
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
６
年
９
月
19日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
廣
　
瀨
　
道
　
明

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
12号

警
視
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

警
視
庁
組
織
規
則
（
昭
和
47年

４
月
１
日
東
京
都
公
安
委
員
会
規

則
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
９
条
中
第
４
号
を
削
り
、
第
５
号
を
第
４
号
と
し
、
第
６
号
か

ら
第
11号

ま
で
を
１
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
59条

の
５
第
２
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
　
制
度
企
画
室
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴
　
警
察
運
営
に
係
る
制
度
の
企
画
、
立
案
及
び
調
整
並
び
に
警

務
警
察
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
（
他
の
分
掌
に
属

す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

⑵
　
人
事
に
関
す
る
企
画
及
び
調
査
並
び
に
職
員
の
定
員
に
関
す

る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
令
和
６
年
10月

１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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五
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払
開
始
期
日 

 
 

 
 

令
和
七
年
一
月
七
日 

九 

当
せ
ん
金
の
額
及
び
当
せ
ん
の
数 

等 

級 
 

 
 

 
 

当
せ
ん
金 

 
 

 
 

 

当
せ
ん
本
数 

一
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
億
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
本 

一
等
の
前
後
賞 

 

一
億
五
千
万
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
本 

一
等
の
組
違
い
賞 

 
 

 

十
万
円 

 
 

 
 

 

百
九
十
九
本 

二
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
万
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
本 

三
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
万
円 

 
 

 
 

 
 

 

四
百
本 

四
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
万
円 

 
 

 
 

 
 

 

二
千
本 

五
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
万
円 

 
 

 
 

 
 

 

二
万
本 

六
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
千
円 

 
 

 
 

 
 

二
十
万
本 

七
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
百
円 

 
 

 
 

 
 

二
百
万
本 

  
 

 
 

 
 

 

計 
 

 
 

 
 

二
百
二
十
二
万
二
千
六
百
十
本 

備
考 

 
 

 

一
等
の
当
せ
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年
法
律
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五
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項
た
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づ
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務
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指
定
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い
る
。 

当
せ
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本
数
は
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発
売
額
六
十
億
円
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
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注
意
事
項 

 

㈠ 

発
売
者
若
し
く
は
受
託
銀
行
等
か
ら
直
接
に
購
入
し
た
者
若
し
く
は
当
該
購
入
者
か
ら
贈
与
を
受 

け
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
相
続
人
そ
の
他
の
一
般
承
継
人
以
外
の
者
は
、
当
せ
ん
金
を
受
領
す
る 

こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

㈡ 

証
票
は
、
転
売
で
き
な
い
。 


